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そ
れ
は
明
日
か
も
し
れ
な
い

特集

被災地に支援物資を届けた

本間 幸
こ う じ

次さん（東関根）

明日は我が身   今できることを考える必要性を意識
熊本県益城町を目指して4月22日午後3時に那須塩原を
出発し、翌昼過ぎに熊本に入りました。高速インターを
降りると、自衛隊や警察車両のほか、ボランティアや被
災者の親族と思われる県外ナンバーの車両で大渋滞。街
中では、崩れた建物、ガラスのない工場、波打つ路面な
ど、揺れに襲われたことを物語る光景が見受けられまし
た。「いつかやらなきゃ」と、頭では備えの必要性を理解
していても、なかなか行動に移せていません。被災経験
を今後の糧にするためにも、これから自分たちにできる
ことは何か、まずは家族間で話し合えればと思いました。

4月22日、市ではトラック協会の協力のも
と、被災地に向けて支援物資を搬送。約2
カ月間に皆さんから寄付いただいた義援金

（計743,966円）も被災地に送金しました。
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で
し
た
。
本
震
と
思
わ

れ
た
１
回
目
の
揺
れ
の
約
28
時
間

後
、
予
兆
と
な
る
地
鳴
り
を
感
じ

て
す
ぐ
、
Ｍ
７・
３
の
直
下
型
地

震
が
熊
本
地
方
を
強
襲
。

　

連
日
報
道
さ
れ
る
被
災
の
状

況
。画
面
に
映
る
光
景
を
見
て「
う

わ
ぁ
ひ
ど
い
ね
…
」
と
思
い
な
が

ら
も
他
人
事
に
見
て
し
ま
う
…
。

　
「
う
ち
は
今
ま
で
も
被
災
し
た

こ
と
が
な
い
か
ら
大
丈
夫
」

　
「
海
沿
い
じ
ゃ
な
い
か
ら
大
き

な
地
震
や
津
波
の
心
配
も
な
い
」

　
被
災
者
の
多
く
は
「
自
分
が
被

災
す
る
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」

と
声
を
揃
え
て
言
い
ま
す
。
熊
本

地
震
は
30
年
以
内
の
発
生
確
率
が

最
大
で
０・
９
％
、
地
震
学
的
に

見
れ
ば「
や
や
高
い
」と
評
価
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
60
％
を
超
え
る

南
海
ト
ラ
フ
地
震
よ
り
も
先
に
、

突
如
牙
を
む
き
ま
し
た
。

　
災
害
に
絶
対
は
な
い
。
被
災
の

経
験
が
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
る

の
は
、
備
え
が
あ
れ
ば
被
害
を
最

小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
。
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
脅
威
と
ど
う
向
き
合
う
か
、
そ

れ
も
あ
な
た
の
選
択
次
第
で
す
。
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※1 布田川断層帯・日奈久断層帯の長期評価（一部改訂）：25.2.1　　※2 南海トラフの地震活動の長期評価（第二版）について：25.5.24　　いずれも地震調査委員会
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地
震
、
集
中
豪
雨
、
竜
巻
・
突
風
、
台
風
、
土
砂
崩
れ
、
河
川
の
氾
濫
、
噴
火
…

こ
う
し
た
リ
ス
ク
と
共
存
す
る
私
た
ち
。こ
の
地
に
住
み
続
け
る
限
り
、自
然
災
害
と
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
脅
威
を
前
に
、「
自
分
は
大
丈
夫
」。　
こ
ん
な
他
人
事
に
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

明
日
か
も
し
れ
な
い
そ
の
と
き
の
た
め
に
、
私
た
ち
が
今
で
き
る
こ
と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。
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１６阿蘇市内の地割れ　２倒壊した熊本城・北
きたじゅうはちけんやぐら

十八間櫓　３５９甚大な被害
を受けた益城町の光景　４頑丈と思われた商店街のアーケードも崩壊した
７アウトドアメーカーから提供されたテントが並ぶ（御船町：6月16日）
８阿蘇大橋の土砂崩れ（出典：国土地理院）　≫　Youtube動画→


